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緊
急
安
全
対
策

　

現
在
、
市
内
に
は
日
本
原
子
力
発

電
㈱
敦
賀
発
電
所
１
，
２
号
機
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
ふ
げ
ん
、

も
ん
じ
ゅ
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

各
発
電
所
で
は
、
国
の
指
示
お
よ

び
市
か
ら
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
津

波
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
交
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
を
想
定
し
、
次
の
緊

急
安
全
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
者
が
行
っ
た
こ
れ
ら
の
緊

急
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
が
立

入
調
査
な
ど
を
行
い
、
５
月
６
日
、

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

敦
賀
発
電
所
・
ふ
げ
ん（
※
）の
冷
却

　

津
波
等
に
よ
り
、
非
常
用
電
源
を

含
む
す
べ
て
の
交
流
電
源
が
喪
失
し

た
場
合
は
、
冷
却
材
を
給
水
す
る
た

め
の
ポ
ン
プ
が
停
止
し
、
自
動
で
原

子
炉
や
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
を
冷
却

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

各
発
電
所
で
は
、
電
源
が
喪
失
し

た
場
合
に
備
え
、
電
源
車
や
、
消
防

車
等
を
使
っ
て
原
子
炉
や
使
用
済
燃

料
プ
ー
ル
の
冷
却
が
で
き
る
よ
う
、

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
現
在
ふ
げ
ん
は
運
転
を
終
了
し
て
お
り
、

原
子
炉
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
を
冷
却
す

る
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

も
ん
じ
ゅ
の
冷
却

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
高

速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
は
、
燃
料

の
冷
却
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
っ
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
交
流
電
源
が
喪
失
し
た

場
合
で
も
、
熱
伝
導
性
の
よ
い
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
特
性
を
生
か
し
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
自
然
循
環
さ
せ
、
停
止
後
の

原
子
炉
（
燃
料
）
か
ら
出
る
熱
を
、

空
気
冷
却
器
と
い
う
設
備
を
使
い
、

空
気
に
よ
っ
て
除
熱
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

中
長
期
的
な
安
全
対
策

　

緊
急
安
全
対
策
に
加
え
、
２
～
３

年
以
内
の
実
施
を
目
指
し
た
、
次
の

よ
う
な
安
全
対
策
の
実
施
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
原
因
究
明
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
新
た
な
知
見
が
得
ら

れ
た
際
に
は
、
迅
速
に
国
や
各
事
業

者
に
必
要
な
対
策
を
求
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
の

方
を
対
象
に
、
原
子
力
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
関
連
施
設
の
見
学
の
ほ

か
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
原
子
力
安
全
対
策
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３月11日　東北地方太平洋沖地震（東日本
大震災）発生

３月12日　市長、経済産業省に対し、耐震
安全性の確保を申し入れ

３月14日　市長、日本原電と原子力機構に
対し、住民の安心安全確保等を
要請

３月15日　市長、日本原電敦賀発電所の現
場確認を実施

３月29日　敦賀市原子力発電所懇談会（市
内各種団体代表者で構成）を開
催し、原子力安全・保安院、各
事業者との意見交換を実施

４月４日　市長、首相官邸・経済産業省・
民主党を訪れ、全国の発電所の
安全確保等を要請

４月14日　市長、原子力機構もんじゅの現
場確認を実施

５月12日　市長、経済産業大臣に対し、浜
岡原子力発電所全面停止要請に
対する説明等について要請

●国・事業者への要請等●

市内原子力発電所の
安全対策状況について

❶日本原電㈱敦賀発電所１号機
❷日本原電㈱敦賀発電所２号機
❸日本原電㈱敦賀発電所３，４号機建設予定地
❹（独）日本原子力機構原子炉廃止措置研究開
発センター（ふげん）

❺（独）日本原子力機構高速増殖炉研究開発セ
ンター（もんじゅ）

❸ ❹
❷❶

❺ ●
原
子
力
災
害
の
発
生

　

３
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
（
Ｍ
９
・
０
）
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

福
島
原
子
力
発
電
所
で
は
、
地
震

に
よ
っ
て
原
子
炉
が
緊
急
停
止
し
ま

し
た
が
、
津
波
で
非
常
用
電
源
が
喪

失
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
今
回
の
原
子
力
災

害
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
原
子
力
災
害
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
＊
）
の
暫
定
評
価
に
お
い

て
、旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
起
き
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
同
じ
、
レ
ベ
ル

７
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

＊
原
子
力
施
設
で
発
生
し
た
事
象
を
評
価
す

る
国
際
的
な
尺
度

●
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
今
回
の
原
子
力
災
害
を
受

け
、
市
内
の
原
子
力
発
電
所
で
は
決

し
て
こ
う
し
た
事
態
に
陥
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
国
や
事
業
者
に
対
し
、

発
電
所
の
徹
底
し
た
安
全
対
策
の
実

施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
目
線
で
発
電
所
を
監

視
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

確
保
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

福
島
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
つ
い
て

①
緊
急
点
検
の
実
施

②
緊
急
時
対
応
計
画
の
点
検
お

よ
び
訓
練
の
実
施

③
緊
急
時
の
電
源
確
保

④
緊
急
時
の
炉
心
の
冷
却
機
能

の
確
保

⑤
緊
急
時
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
の
確
保

⑥
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
構

造
等
を
踏
ま
え
た
当
面
必
要

と
な
る
対
応
等
の
実
施

な
ど

①
大
容
量
の
非
常
用
電
源
車
の
確
保

②
外
部
電
源（
送
電
線
）の
多
重
化

③
防
潮
堤
の
設
置
　
　
　

な
ど

市
民
原
子
力
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

炉  心

中間熱交換器
原子炉

空気冷却器

空気

ナトリウム自然循環の
イメージ図

【ナトリウムの流れ】
熱くなると上に流れる
冷えると下に流れる

▶電源車から電力を供給す
　る訓練

▲消防車による冷却の訓練

４月４日  松下経済産業副大臣へ要請 ３月15日  日本原電現場確認

問合せ　原子力安全対策課　☎２２－８１１３

敦
賀
市


